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★皆様からのご応募
　お待ちしております！
　※「江東区」の写真・絵であれば、区外の方
　　のご応募も受付いたします。

石
田
波
郷

　
石
田
波
郷
記
念
館
で
は
、

次
世
代
育
成
事
業
と
し
て

こ
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
た

俳
句
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　
改
修
工
事
が
始
ま
る
平
成
二
十
五
年
ま
で

は
「
ジ
ュ
ニ
ア
俳
句
大
会
」
を
毎
年
開
催
し
、

区
内
・
区
外
を
問
わ
ず
、
約
七
千
句
も
の
投

句
を
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
今
年
度
は
、
新
た
な
こ
ど
も
向
け

俳
句
事
業
と
し
て
、俳
句
と
写
真
で
綴
る「
こ

ど
も
江
東
歳
時
記
　
二
〇
一
五
・
夏
」
を
開

催
し
ま
す
。「
江
東
区
」
の
写
真
や
絵(

人
、

も
の
、
植
物
、
動
物
、
風
景
な
ど
、
制
限
は

設
け
ま
せ
ん)

と
、
そ
の
作
品
に
関
連
す
る

夏
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
愛

す
る
心
と
、
俳
句
文
化
の
次
世
代
継
承
を

願
っ
た
事
業
で
す
。

　「
こ
ど
も
江
東
歳
時
記
」
の
タ
イ
ト
ル

は
も
ち
ろ
ん
、
石
田
波
郷
の
『
江
東
歳

時
記
』
か
ら
来
て
い
ま
す
。

　
波
郷
に
よ
る
写
真
・
俳
句
・
随
筆
で

綴
っ
た
江
東
の
風
物
詩
は
、
昭
和
の
江

東
区
が
ど
の
よ
う
な
街
で
あ
っ
た
か
な

ど
も
よ
く
分
か
る
た
め
、
資
料
と
し
て

も
大
変
貴
重
で
す
。

　
既
に
失
わ
れ
た
景
色
が
ほ
と
ん
ど
で

は
あ
り
ま
す
が
、
反
対
に
、
今
で
も
当

時
の
面
影
を
残
し
て
い
る
場
所
も
あ
り

ま
す
。『
江
東
歳
時
記
』
を
片
手
に
地
域

を
再
発
見
す
る･･･

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し

て
も
、
読
ん
で
楽
し
い
一
冊
で
す
。

　
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・
石
田
波
郷
記

念
館
で
は
、「
江
東
歳
時
記
」

を
テ
ー
マ
に
し

た
街
歩
き
講
座

や
展
示
を
行
い
、

好
評
を
博
し
て

い
ま
す
。



   

石
田
波
郷
の
胸
の
中
に
入
っ
て
い
た
合
成

樹
脂
。
随
筆
に
書
か
れ
て
い
る
通
り
、
無
色

透
明
の
Ａ
、酸
素
の
気
泡
が
無
数
に
あ
る
Ｂ
。

石
田
波
郷
記
念
館
で
は
、
両
方
所
蔵
し
て
い

ま
す
（
現
在
公
開
中
）。

▲
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四
月
よ
り
、
展
示
室
の
一

角
に
「
清
瀬
コ
ー
ナ
ー
」
を

設
け
、
俳
句
資
料
だ
け
で
は

な
く
、
波
郷
の
人
生
に
深
く

関
わ
っ
た
「
病
」
に
関
す
る

貴
重
な
資
料
を
展
示
し
て
い

ま
す
。

書籍　『江東歳時記』

『江東歳時記』ポスター

『江東歳時記』波郷直筆原稿（マネキン）

『江東歳時記』波郷直筆原稿（精工舎）

『江東歳時記』取材資料（精工舎パンフレット、直筆メモ）

村上麓人画『江東歳時記』未使用スケッチ　2点

波郷愛用カメラ類

書籍『石田波郷句集』

書籍『鶴の眼』

短冊「吹きおこる秋風鶴を歩ましむ」

書籍『風切』

書籍『雨覆』

俳誌『鶴』

書籍『惜命』

棟方志功『惜命板書巻』

『惜命』直筆校正原稿

書籍『春嵐』

書籍『酒中花』

書籍『酒中花以後』

『酒中花以後』直筆原稿

『見舞籠』

『見舞籠』直筆原稿

短冊「ひとたびは夫還り来よ曼珠沙華」 ほか

掛軸「柿食ふや命剰さず生きよの語」

掛軸「七夕竹惜命の文字隠れなし」

色紙「手花火を命継くこと燃やすなり」

惜命の

書籍『清瀬村』

『清瀬村』校正原稿

短冊「遠く病めば銀河は長し清瀬村」

胸の中のピンポン球（合成樹脂）

短冊「花園に水汲めるみてをり手術前」

波郷直筆メモ（病のことなど）

療養慰問俳句会ノートおよび会計報告

写真「病室の石田波郷」

俳誌『松涛 1月号』

『療養だより』

東京療養所内地図

福永武彦より波郷の妻・あき子宛書簡

結城昌治より波郷宛書簡

書籍『仲のいい死体』、『没落』（「石田波郷様」のサイン入）

棟方志功筆　額「風鶴」

波郷私物（眼鏡、手帳、万年筆、帽子）

波郷直筆　枡・皿

硯
色紙　「俳句は、生活の裡に、満目季節をのぞみ、蕭々又朗々たる打坐即刻のうた也」

8 月より新展示を行います。
「石田波郷をめぐる人々」コーナー
に、交流のあった人々の書簡を中
心に展示を行います。
また、季節に合わせた夏の句・そ
して秋の句の展示も行います。
この機会にぜひお越しください。

※「清瀬コーナー」は 7 月末まで
となります。今回のだよりでご紹
介した「胸の中のピンポン球」も
同時期に終了となります。この機
会にぜひお見逃し無く！



時　間／10:00～12:00　参加費／800円
対　象／小学1年～3年 20名（保護者同伴）

時　間／13:30～15:30　参加費／1,000円
対　象／小学4年～6年 20名

時　間／①10:00～11:00　②11:10～12:10
参加費／500円～　
対　象／小学生以上各20 名
　　　（小学3年以下は保護者同伴）　

時　間／10:30～12:00　参加費／300円
対　象／小学4年以上10名（小学4年は保護者同伴）

時　間／13:00～16:00　参加費／1,000円
対　象／小学生以上１0 名
　　　（小学校4年以下は保護者同伴）

時　間／10:00～11:30　参加費／無料
対　象／親子（4歳～8歳まで）20 組

時　間／10:00～12:00　参加費／100円
対　象／どなたでも20名
　　　　(小学3年以下は保護者同伴)

時　間／①10:00～12:00　②13:00～16:00
参加費／無料　対　象／小学生以上

時　間／13:00～14:00　参加費／300円
対　象／小学4年以上の親子10組　

時　間／10:00～12:00　参加費／無料
対　象／どなたでも

時　間／10:00～11:00　参加費／無料
対　象／小学生以上20 名　

時　間／①10:00～12:00 ②13:00～16:00
参加費／無料　対　象／どなたでも

時　間／13:00～14:30　参加費／無料
対　象／小学生以上　

時　間／13:00～14:30　参加費／無料
対　象／小学生以上15 名　

時　間／10:00～16:00　参加費／無料
対　象／成人

時　間／10:00～12:00　参加費／500円
対　象／小学生以上15名
               （小学4年以下は保護者同伴）

時　間／①10:30～12:00 ②13:00～14:30
参加費／各100円
対　象／小学生以上各20名
　　　   (小学4年以下は保護者同伴)

時　間／14:00～15:30　参加費／1,200円
対　象／小学生以上20名
　　　　（小学3年以下は保護者同伴）

時　間／13:30～15:30　参加費／無料
対　象／どなたでも 　

時　間／13:30～16:00　参加費／無料
対　象／どなたでも 15名

時　間／13:00～16:00　参加費／無料
対　象／どなたでも10名　

時　間／13:00～15:30　参加費／無料
対　象／成人（学生不可）10名

時　間／①10:30～11:00 ②11:20～11:50
参加費／無料　対象／各親子30組

時　間／①10:00～12:00 ②13:00～16:00　
参加費／無料　対　象／どなたでも

時　間／10:00～15:30　
参加費／中学生まで:400円、高校生以上:500円
対　象／どなたでも

お申し込み・お問い合わせ

03-3640-1751
※第 1・3月曜日は休館日です。（ただし祝日は開館）　

7/10
から先着順
で受付開始

時　間／10:30～11:30　参加費／1,000円
対　象／小学生以上10名
　　　（小学4年以下は保護者同伴）

　　　　　マークのついたイベントは、事前に
電話、または窓口でお申し込みください。定員
に達し次弟受付終了となります。

時　間／①13:30～14:30 講習会
　　　　②14:45～15:45 フリーダンス
参加費／無料　対　象／成人 40名

時　間／①10:30～12:00  ②13:30～15:00
対　象／どなたでも
　　　（小学3年以下は保護者同伴）
講　師／蹴流波－Sur De Wave－

時　間／①10:30～12:00 ②12:30～14:00
参加費／無料
対　象／小学生以上各回５名
　　　（小学4年以下は保護者同伴）

時　間／①10:00～11:00 ②11:00～12:00
参加費／各1,000円
対　象／どなたでも各15名
　　　　(小学3年以下は保護者同伴)

時　間／①10:00～12:00 ②13:00～15:30
参加費／中学生まで:無料、高校生以上:500円
対　象／どなたでも

時　間／13:00～16:00　
参加費／①400円 ②500円
対　象／小学生以上各10 名
　　　  （小学4年以下は保護者同伴）　



　砂町文化センターへのアクセスには欠
かせない都営バス。今回から数回に渡っ
て、砂町文化センターの周りを走るバス路
線を紹介します。
　第1回目は、錦糸町駅と門前仲町を結ぶ
都07系統「グリーンスター」です。
　この路線は、城東地区に最後まで残った
都電のうちの38系統がそのルーツです。都
電廃止代替系統として昭和47年に都営バ
ス路線、錦14系統として運行が開始され平
成4年に現在の都07系統となりました。
　ところで、この系統だけなぜ「都」という
文字を使うのでしょう。
　ほかのバス路線は東（東京駅）や錦（錦
糸町駅）、亀（亀戸駅）といった始終点の駅
の頭文字が多いので、不思議に思われる
方もいらっしゃるようです。

　これは都07が「都市新バス」という、当
時の新しいバス交通を目指して整備され
た路線に指定されたことから、東京都の
「都」を頭文字としたのです。
　都市新バスは、多くのバスを走らせ、バ
スがどこまで来ているかを表示するバス
停や、他路線よりも乗り心地のよいバスを
採用し、路線名にも愛称をつけるなどのイ
メージアップをしていました。
　現在ではバス停の位置表示は一般的に
なり、バス車両も他路線と共通となりまし
たが、今でもバスの正面には都07系統の
愛称である「グリーンスター」と愛称板が
付けられている車両も見られます。
　東陽町や西大島、錦糸町から砂町文化
センターへお越しの際は、ぜひご利用くだ
さい。

★詳細につきましてはお問い合わせください★詳細につきましてはお問い合わせください

10:00 ～ 16:00

10:00 ～ 15:00

10:00 ～ 16:00

10:00 ～ 16:00

10:00 ～ 16:00

10:00 ～ 12:00

① 砂町ゆかりの俳人石田波郷さんの著書
　 読売新聞に連載されたもの

② 「針と○○」

③ 文化センターからほど近い小名木川沿いの遊歩道

④ 板などの節が抜けおちたあとの穴

⑤ 石田波郷さんの句
　「はこべらや焦土の色の○○○ども」

⑥ 口の上やあご・ほおのあたりに生える毛

⑦ 錦糸町駅と門前仲町を結ぶ都バス「都07系統」の愛称

⑧ 舞台「くるみわり人形」の主人公

⑨ 砂町銀座で夏に行われる「○○○○まつり」

❶ 江東区観光キャラクターで水鳥のおん
　 なのこ「○○○ちゃん」

❷ 砂町文化センター恒例、夏のイベント

❸ 砂町文化センター所在地は○○○○５丁目

❹ 越中島の海洋大学に保存されている船「○○○丸」

❺ 小さな孤児をテーマにしたブロードウェイミュージカル

❻ 江戸時代の商人・測量家「○○○忠敬」

❼別名「カナカナ蝉」

❽「○○○豪雨」

【よこ】① こうとうさいじき ② いと ③ しおのみち ④ ふしあな ⑤ すずめ ⑥ ひげ ⑦ ぐりーんすたー ⑧ くらら ⑨ たなばた
【たて】❶ ことみ ❷さまーふぇすてぃばる ❸ きたすな ❹ めいじ ❺ あにー ❻ いのう ❼ ひぐらし ❽ げりら 

❶ ❷ ❸

❹

❺

❻

❼ ❽

Let’s Challenge!

砂町や江東区につい
ての

クイズが入っているよ
！


